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は日頃は見られない町屋内部の見学だが、現在でもピーク時には玄関に靴が置けない程混雑し、作品や を落ち着いて見られない状況だ。これ以上見学者が増えると押し合いへし合い り、作品や家具を破損する恐れもある。食事場所やお手洗いもパンク状態になり、見学する側は不満を感じ、主催者側 疲弊、二度とイベントなど たく という心境になっ しまうだろう。この構造は短期のイベントだけでなく 長期的なまちづくりについても同様なことが言える。人口が増えれば、それに合わせて小学校から高齢者施設まで社会サービスの充実など、際限なく投資や開発を進め 行かねばな くなるから 。■活性化度を 「コミュニケーショ 量」 で測る
21世紀になり、日常生活がものに溢れ、取り立てて欲しいものがなくなって
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知識が深まった」 「自分が知らない世界を見せてもらえた。自分の知らない人と交流するのが、こんなにも面白いのかと思った」などの記述があった。住民からは、 「学生さんと話せて楽しかった」 「な〜んもよーないと思っていた家に感心してもらえた」など活力を得たことや暮ら を再評価するコメントがあった。スマホにＳＮＳといった最新のＩＴを活用し、クールなコミュニケーションに長けた学生達だが、一方で五感 使っ ホット 会話を求めていることがわかった。舟橋村や藤野地区、そして学生達の様子か 「コミュニケーション量」をこれからの活性化指標に位置づけ はと考えるのである。
芸術文化学部が高岡市と結んだ連携協定の中で出版している『都萬麻Ⅱ』で

























駅に図書館を設置するなど心の満足を優先した事業を行ったことが要因として挙げられている。来館 子供達やお母さんに必ず声掛け など コミュニケーションを重視した取り組みが功を奏してい と考えられる。
暮らしにおけるコミュニケーションの充実欲求は、都市部の子育て世代にも




地元の農家から野菜をいただくと、例えばそれを２百萬と値付けす 移住者は、家の片付けを手伝ったり、インターネットの使い方を教えたり で２百萬分を返すという仕組みだ。そこには貨幣があ わけではなく、お互やりとりを記録した通帳があ だけだ。ポイントは通帳にはお互いの名前を記載するようになっていること。その とによって 地域 貨と う形式をとっているものの、中身 コミュニケーションツールとし 機能している。数ではなく質を求めるこれからの社会。その質を担保するのがコミュニケーションだ。
＊２
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はじめに　―まち空間をつくるということ―9
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れた公共空間の市民参加型デザインの例として 埼玉県北本市の「北本らしい“顔”の駅前つくりプロジェクト」を取り上げている。北本市は東京のベッドタウンであるが、これ ら予想されるコミュニティの超高齢化 あたって、駅前広場を「交通広場」から「交流
4
広場」へと転換させることで、中心市街地の活
性化が期待された。このプロジェクトは、単なる駅前広場の再開発 とどまらず、まち全体を調査し、市民参加 ワークショップを重ね まちづくりプロジェクトへと発展 駅前広場の改修後もまちづくりマネジメントの体制が引き継がれている。このプロジェクトは、多く 市民 関わっているが議論が混乱・迷走しにくい体制づくりによって、市民が主体的にまちづく に関与できたところにプロジェクト 成功要因があると思わ 。
10





氏がこうした「仮説空間」にお 試みていることは、そ 空間とそこにいる人々の潜在力を掘り起 し、 顕在化することである。しかも、 こうしたプロジェクトをやること自体が目的ではなく、これをき かけに 新 い人的交流や仕組み つく くことが期待されて る。このような林氏の試み どこでも確信犯的にまち空間を創造していく。
阿久井康平氏と籔谷祐介氏は、産官学の連携によるまちづくりを例に、市民
目線のまちづくりの重要性を改めて教えてくれる。
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はじめに　―まち空間をつくるということ―13


















町の住 による草の根 プロジェクト「金屋町元気プロジェクト」 富山大学
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え方を踏まえた各種の環境デザイン 仕事に携わ いた。そうしたなか、記念館の全体計画を監修していた建築家の故木島安史氏より、次のような説明と依頼を受けた。…竹田の城下町の一角に 岡藩藩主中川家の家臣だっ 岩瀬家の屋敷がある。現在は一般住宅として使われているその建物と敷地 、竹田市が買い取り「廉太郎記念館」を開設するに当り、家屋は瀧家 住んでい 明治
20年代の状態に復元するが、庭についてはその手法は
使えない。記念館の主人が、我が国西洋近代音楽揺籃期における最初の本格的な作曲 ひとりな で、庭園デザインにおいて音環境の面で何か特別な工夫をして欲い。
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成されてきた。寒冷な気候のな では、黒曜石等の石材から石器を作成する音が響いていたと思われる。温暖な気候となってからは、現代にも通じる里山的な音風景が広がっていたはずである。・池は水の物理的な供給地に留まらず、人々を救う「聖なる空間」として地域の暮らしを支えた歴史が織り込まれた「トポス」を形成している。中ノ島には水の女神を祀る市杵島神社 あり、太鼓を叩いて 「ホーホィ、ナンボエ〜」と唱えながら歩く雨乞 行事が行われていた。・池の旧名は「遅野井」で、その名に関し は「頼朝の遅野井伝説」がある。池近くに位置する井草八幡宮の
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街の“仮説性”25
公開空地で民間活力を導入するための法改正や緩和制度新設の動向も少なからず影響しているが、特に札幌近郊でこのような場に参画するためには、エリアマネジメント組織と 協働が不可欠であ 。エリアマネジメント組織とは、特定のエリアを単位に民間が主体となってまちづくりや地域経営を積極的 行う団体であるが 札幌には地域別にこのような組織体が複数存在する。私 いつも忙しい彼らのお手伝いを自ら申し出ることで、街づくりの最前線に首を突っ込むチャンスを頂く。２．取組の内容■多岐に渡る「仮説」プロジェクト
私の取組は道路や河川などの公共空間で行うものと、
























































存在する。例えば工事現場の仮囲い、建築物が竣工するまでの間、歩道脇に仮設の白い壁が立ち上がる。期間限定バーゲン広告、イベント会期中の ぼり旗やテント、これも一時的な賑わいや街の非日常性を演出するための仮設の風景と言える。また、入居者募集中 一時的な空き家や空き店舗も…。私はこれらの風景を、街が次のステージへと進むためのチャンスと捉える。仮設であるため、ある意味やり直しがきく。高度経済成長期のように次々に大きな風景を作り出す 代で なくなっている昨今、確かな効果を生み出すための仮設的な検証を小さく、素早く実施す ことで、思い切りよくチャレンジが出来、その中で最適解 探ることが 来るの は だろうか。つまり、ただ漠然と街を更新する では く将来的に街の価値を高める「仮説」が前提にあ 、それを検証するため アクティブ 実験こそ 街 「仮説」
空間として次々と生まれては消える、そんな攻めの街づくりを実践すべく、私は官民の頼もしい同志に支えられながら北の街でいくつかのチャレンジと失敗を繰り返している。１．取組の背景／増え続ける街の「隙間」
私が活動する札幌やその近郊都市では近年、街の「仮
説」を検証できそう 「隙間」が次々と生まれている。例えば、交通量の減少に伴う車線数の余剰、再開発事業の工事着手前の塩漬け敷地や仮囲い 、開発後に生まれる公開空地、全国的に有効活用の機運が高ま 河川空間、或いは依然増加し続ける空き家・空き店舗など。これらは何等か事情により一時的に低未利用な状態にあ敷地であるが、ここにチャンスを見出し、然るべき体制で首を突っ込め かどうかが私のチャレンジ スタートとなる。こ に 道路や公園、河川など 公共空間や
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通常とは違っ 空間づくりにチャレンジした。 「色」については延長１００ｍ 店街の路上にブラックカーペットを敷き、その上に置く什器
（椅子・テーブル・プランター）
は






うに、ただやりたい、だけではなくそこでその行為を行う意図や意義が共有できれば、突破口は意外と近くに現れたりする。これも「仮説」のなせる技なのかもしれない。もちろん、紹介したような理解あるパートナーがいたからこその結果なのだと、関係者の方には敬意を表している。 「言ってみ もん 。 」■同志との連携、モバイルハウス
今年度のいくつかの「仮説プロジェクト」の鍵を握っ















申請には多くの時間を した。都市機能として 道路の本来の用途 人や車の通行 ることから、これ 逸脱した使い方をするにはそ 理由が必要である。しかし私はどうしても路上を 化してみ かっ 。それは
写真1：仲通と沿道の魅力化プロジェクト「コバルドオリ」
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街の“仮説性”31















と、少し奇妙な空き家を見つけた。建物は大豪邸で状態も良い しかし人が住んでいる気配はない。一方 庭は街区公園並みに広く木々は美しく剪定されて る この街は少子高齢化が激し 、街に活気がないとの話があり、メンバーを編成 現地に赴 た時のことだった。この敷地で何かできればエリア再生のきっかけにな 、と考え早速企画を拵え、 所有者を調べ、 訪問 た。所有者は
90歳のおばあちゃん、自分は近くに住んでいるがその豪
邸には誰も住まなくなってしま 売却に向けて管理は続けていたと言う。我々の提案を全てうん、うん、を聞き入れてくれ 。隣で付き添いの孫娘が「おばあちゃんはほとんど耳が聞こえないの。 」 と補足する。この後の具体的な話は孫娘の方と共に進めることになったが 実はこの方が只者ではなかっ 自身が所有する別の不動産
写真 2：「ミズベリング江別」河川空間の一時占用によりコンテナ
カフェを設置
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とめる「コミュニティビルダー」を中心に、関係各所の合意形成 助ける 「エリマネ組織」 、制度や手続き面を円滑に推進する 「行政担当課」 実際にクリエイティブな感性で場を企画・運営する「プレイヤー」 構成されるが、その人数
10人未満とすることが重要と考える。少









者側のイメージを一方的に押し付けるのではなく、利用者の積極的かつ自由な意思を反映させる「余白」を残すことで、多様な属性の人達が いやすく快適 、満足度の高い空間になるの ないかと考 ている。■ご購入は計画的に…。
計画・準備段階を極めてコンパクトにすることが「仮
説プロジェクト」の特長 あるが、それでも今年度の反省は、勢いに任せた計画性のなさであった。約３００㎡のカーペットや約１００個の木箱 出来たはいいがどに置く…？これらの保管は現在も仮置き状態である。今後の活用も見据えた企画であったが、その保管先 考えが甘かった。少し企画に携わった「さいたま新都心パブ
リックライフフェス」は駅前のデッキ空間で街の新たな日常を創り出す企画であったが、クラウドファンディングで資金 調達し、その資金で屋台を製作し、イベ ト後は出資者に贈呈する という仕組みをとった。感度の鋭い共感者を全国から募集するだけでなく、製作したツールの保管先まで確保できる、優れた手法だ。■手法と体制／小さく、素早く、元気よく「仮説プロジェクト」の最適な体制や進め方はケースバイケースであるが、特にパブリックスペースの活用などは、個人が思い付きで実施できることではない。行政や地域、場合によっては大学との連携が必要不可欠であり、札幌ではエリアマネジメント組織の存在が大きい。札幌には都心部に３つもの「まちづくり会社」 存在する。地元商店街の出資で生まれたものもあれば広告収入を原資として運営している会社など様々であるが、このような組織 連携することで、はじめて「仮説」 検証が可能とそこで私が提唱したいのが「小さく・素早く・元気よ
く」チャレンジ 実践することのできる組織体である。組織が大きくなる 関係者が増え合意形成 も労力と時
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りまとめ、今度はそれを定款として整理し、運営組織を法人化した。これにもまた様々なエピソードが生まれたが、ここで紹介するにはややディープな内容である。ここまで話が具体化すると運営サイドの覚悟も決まってくるが、周囲の反応にも変化が見られ 。これまでは興味本位で応援してくれてい 共感者か 、具体的 数字を含む事業連携の相談 あったり、エリア価値向上に向けてより現実的かつ展開力の るディスカッションが生まれるようになった。■ゲストハウス開業へ
以上のように諸々の準備が整い、江別の小さな「仮説
プロジェクト」は、その姿を変え、共感者を得ながら新たな地域拠点として生まれ変わることになる。開業後も様々な課題があるかと思うが、これまでのプロセスが、「仮説」から常設へと、遊休不動産を活用しながら新たな価値を生み出すモデル 確立でき ばと考えている。この間に私には３人の子どもが 、一方 安定したサラリーマン生活に終止符を打ち、リスクだらけの







目十貨店」を期間限定でオープンさせた。内容は小さな野菜直売所、本や雑貨のマルシェ、クラフトギャラリーなど「大人のチャレンジショップ」という意味合い 、使途を固定せずに地域ニーズを探った。結果、 「本」は多少なり継続してほしいとのリクエストがあったが それよりも発掘されたのは「みんなでいれる場所が欲しい」「交流したい」というニーズであった。■ビジョン共有、仲間を集める
すると、街の核となる交流スペースを創ろう、という
発想になるが、 「仮説」を常設化するためには事業をマネタイズさせる必要がある。そこで「ゲストハウス」という収益床を併設することで事業成立を目指すことになった。次に共感者を集め ための「ビジョン」をとりまとめ各所で発信の機会 頂いた。そ 中でゲストハウスに関する公開勉強会たるものも立ち上げ、 「リアルクラ
ドファンディング」とでも言うべきか、共感頂けそうな方には様々な形で支援を頂いた。■物件を探す、根回しをする
物件探しは困難を極めた。１年以上を費やし、ようや
く巡り合えた物件は商店街に立地する古い呉服店であった。空間のポテンシャル あるように感じたが不特定多数の人間か今後使用することにな と設備の老朽化や許認可関係のハードルが高い。しかし様々な縁を感じる物件であった めにそ 物件に決めた。また、街 見知らぬ人が流れ込むこの業態は賛否が分かれるとよく耳るが、江別の街も例外ではなかった。そのため商店街振興組合のご協力 もと商店街主催の勉強会で話題提供させてもらうなど、 「小さく、素早く」実験を行ってきた「仮説」の期間とは打って変わり、これにも１年以上の時間をかけて入念な合意形成を行っ もちろんこのプロセスの過程で、その街の地域課題に合わせて適宜事業内容をカ タマイズし、ようやく事業内容が固まってきた。その中で旧呉服店で営まれていたクリーニング を事業承継することで、地域コミュニティへ 参入をより円滑に実現することが きた。
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と、 ほとんどの町丁目で人口減少が際立つ。特に、 新・旧市街地の中枢を担う駅周辺において、人口減少 如実に表れていると言えよう。一方、高速道路や主要幹線道路付近においては、人口増加が見られる地域もみられ、依然とした自動車依存の高さも伺える。また、図２のように、魚津市の人口密度は、魚津駅・新魚津駅周辺の新市街地、電鉄魚津駅周辺の旧市街地で人口集中地区を形成していることが分かる。ひ 環境にやさしい都市づくりの必要性、都市財政の圧迫などといった背景 もと「まち空間の創造と再生」 を考える上で、駅周辺の地域構想は今後大きな役割を担うも となるであろう。
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地方都市魚津における駅周辺のまちづくり　―新・旧市街地の岐路―41
















」 「海の駅蜃気楼」 「ありそドーム」 「魚津市場
おさかなランド」といっ 主要な観光施設、ユネスコ無形文化遺産・国重要無形民俗文化財・県有形民俗文化財指定の「たてもん祭り
（写真３）
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者・来訪者の観光やまちあるきなど、歩行者優先の道路空間として再編し オープンカフェやマルシェなど、楽しく賑わいある広場のような歩行者空間を形成するものとして位置づけられている。この 軸は、周辺エリアにも足を延ばすきっかけとなる空間 しての役割を担うことも期待されている。駅空間の再編により、駅東西空間をつなぐ連続性ある歩行者空間軸を形成することも可能となるであろう。距離と時間感覚の関係で言えば、徒歩
10分で概ね８００ｍであり、駅から海までの圏










など、行政サービスの一元化によるワンストップサービスの実現 公共 充実、まちなか居住環境向上を図ることで、居住誘導促進を図ることも期待されている。他方で、都市部のグリーン帯とな 緑地公園「パークコア」の可能性も考えられており、地域住民をはじめとする憩いの場やイベント広場、さらには来訪者からも親しまれ まちなか緑地公園としての役割を担う ど、豊かな住環境形成に資す が求められる。
商業交流エリアは、地域住民はもとより交流人口の誘
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る。そのデザインに着目すると、写真５のよう 煉瓦タイルによる水平方向の連続性を強調したファサード 加え、垂直方向のＲＣスリット、屋上にみられ 千鳥状の手すりなど、きめ細やかなディテ ルまで配慮されていることが分かる。簡素な を基本としなが も、その設計思想には新たな時代を見据えた街並み、地域景観の形成への眼差しがあったと言えるのではないか。
わが国の防火建築帯について言えば、その多くが老朽
化等の問題を抱え、現在次々と撤去・解体が進められて
いるような状況下にある。時を経た今、魚津市中央通り商店街の防火建築帯は、その一部で増改築が見られるものの、写真６のように当時の面影が今も色濃く残る極めて希少な事例となっている。屋上からは豊かな山海が一望でき、先人たちが見た風景の共有にも思い 馳せることができるとともに、そ 空間利用にも想像 掻き立てられる。
中央通り商店街については、かつては地域の買物客、















し 魚津大火を契機に、中央通り名店街を主とす 区画の商店街が防火建築帯として改良され こ となっ
写真6：現在の中央通り商店街
写真7：中央通り商店街での賑わい（1959年頃）（＊14）
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公共空間がある。例えば、 広場、 街路、 公園等がそれにあたる。本来、公共空間の役割はそこでの人々の暮らしを豊かにするものである。江戸時代に描かれた錦絵を眺めると、街路は人や物 満ちあふれており、活気のある生活やまちの賑わいを演出していたことが伺える。 かし近年では、整備された のうまく活用されず、閑散とした風景を生み出してい 公共空間も少なくない。ハコモノ行政という言葉で批判されるように、かつて景気対策や建設 為そのものを目的とし、完成後の活用・運営方法の検討がされていなかった公共事業が乱発されとはそ 原因の一つである。そのような空間は維持管理費の負担によって自治体の財政を圧迫するだけでなく、まち イメージ自体を悪化させることにもつながりかねず、そうなれば負 資産 なってしまう。
これらの反省を踏まえ、１９９０年代から今日までに
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加え「住民説明会」も開催した。また、デザインのプロセス、デザインをするため 情報や知識を市民と共有するために「まちづくり講座」 「ワークショップ」 「つくる社会実験」を実施した。例えば、緑をテーマとした「まちづくり講座 では、関東平野でこれほど多くの雑木林が残ってい ことが大変貴重であること、北本ではそれをまちづくりと結びつけ市 団体が景観づくり していることが大変興味深いという報告があった
  （＊
16）。 ここで
は北本らしさを構成する要素としての雑木林の重要性を市民と共有した。また、ユニバーサル テーマとした「ワークショップ」では、車椅子やギブスを使ったバリア体験を行い、駅前広場にあ 普段気づかなかた問題を多数把握し、駅前広場の歩道部分の設計の基礎資料を市民 確認しながら作成した
（写真３）
。さらに「つ
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年度に固まった。その計画では、 バス、 タクシー、 自家用車の停留所を三角形の各辺に配した機能的なロータリーのレイアウトによって、広場が新しい役割を担えるよう新たに植栽帯や多目的広場がつくられた。植栽帯には北本雑木林の会 協力のもと、シンボルツリーとなる根株をまちの雑木林から移植し、 ちと 連関がつくられた。（３）まちと駅前広場を育てる
２０１１年度から工事が始まり、 「つくる会議」の役割
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ついて話し合う枠組みを変更し、議論の主題を駅前広場からまち全体に拡張していったことである。 「つかう会議」の主な議論の内容は駅前広場の使い方であった。その枠組みを「広場を育てる会議」 、 「まちのリズムを育てる会議」と段階的に変更しながら、議論の内容も広場の運用方法からまち全体の活用方法へと展開させていった。そうすることで、まちの多様 資源の発掘とそれらと連動した駅前広場の活用や運営が可能となった。
３つ目は、市民を中心とした多様なステークホルダー


































ショップ」 「社会実験」 等の方法を用いて、適宜計画案を市民に説明しつつ、デザインのプロセスとその根拠となる知識や検証を と共有しながら進めた。一方、 「つかう会議」の一連の枠組み 、継続的な「ワークショップ」 と 「社会実験」 によって、市民が話し合ったアイデアを実験的に試行すること 繰り返し 活用・運営方法の検討と人材育成に取り組んだ。ワークショップの現場では、活動内容について話し合いたいのに形の話に終始てしまうということ よく遭遇するが、このように 々の枠組みとすることによって論点が整理され、集団的創造性が発揮されやすくなった。
写真8：「北本の観光のこと考えちゃわナイト」の様
子（提供：北本市観光協会）
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使われる。これは建築設計 手がかりとして、その建築が置かれる歴史的、 文化的、 地理的な背景とな 条件、 文脈を読むということである
  （＊
18）。 公共空間の実践におい
て改めてこの意味を考えると、 「コンテクストに埋め込む」ということが重要であるのではないだろうか。 まりそれは、まちを構成す ヒト・モノ・コトとい 様々な資源との連関を構築することであり 公共空間 まちのネットワークの一部として存在させ ということである。もちろん、空間をつくる いうこと自体 他のネットワークの一部となるこ は避けられない。建築家の能作文徳は、空間を構成す モノの持つナラティブな価値の可能性を指摘している
  （＊
19）。まさにここで重要なの
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なかだけでも生きていける。私はいくつかの土地で暮らした経験から、大人だけであればいかようにもやっていける自負はあった。どこの場所にも価値観の近い人はいて、行きたい場所、興味のある催し 出掛けて行けば、自然と知り合い、 友人はできていく。時間はか ってものらりくらりやっていけばそのうち慣れる。最悪慣れなくても生き い 。買 物はネットででき し、必要があれば都内でもどこでも必要が満 される場所へ行けばいい。けれど子ど はそうは ない。 と子どもでは、住んでいる土地か 受ける影響の大きさ 移動の負荷もまるで違う。私自身 出掛 の 基本的に子どもにとって負担にならない場所へ 負担に ら スケジュールでとなる一方 、土地に慣れる と、地域を把握することは、 ても急を要す ことに思われた。
まず予防接種のスケジュールをこなしていくこと、そ
して何か病気をした きのため 、信頼できる小児科を見つけ お ないといけない。保育園の申し込みまに、市内にいくつもある保育園の場所や雰囲気を把握し
たい。状況によっては、引越もふくめて検討する必要が出てくるかもしれない。のびのびと走り回れる公園や休日に遊びに行ける場所、どこが子育て世代に人気のエリアなのか、治安の悪い というのはあるのか、ないか、そういうことも知りたい。
親戚や友人がいないというのは単純に頼る人がいない












せる芸術表現があるけれど、親になることは、子どもがいるというインスタレーションのなかにずっ いることみた だ、と思う。子どもは、世界 受容のしかたを変えるし、世界そのものも変え 。子 もがいるということは、時にかろやかにユーモラスに、時に重々しく深刻に、一人でい 時とは違 身体、違う空間を、つね 引き連れているような感がある。
私は妊娠出産という身体の大きな変化を体験して、ま
た子どもが存在 して外に出てきたことで、気づくこと、重視することが変わった。子どもは、圧倒的に小さくて弱い存在だから、まず子どもを守 こ を一番に考えるようになった。それから、 が喜ぶ が何よりも嬉しいから、 を喜ばせること、 を笑わせることを考えるようになった。子どもに っ これどういう意味があって どういう面白さがあ か
もを通じてのものの見方が内面化されて、それはこれからどんどん進んでいきそうだし、自分の幼い頃を追体験していくだろう予感もある。
子どもがいると、世界の側も、それまでとは違う顔を




い、訪れたことすらない土地に、夫の仕事の関係で住みはじめたのは、半年前のことだった。地元の産院で里帰り出産をし 私 花曇り 肌寒 春のある日、月齢一ヶ月の娘と二人、先に新生活をはじめて た夫に合流した。
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をなして感じられる、いわゆる歴史 ある街だ。まず、加賀の前田家二代目当主、前田利長が築いた城下町としての空気が色濃い。まちなか と呼ばれる中心市 地には当時 ままの町割、町名がのこり、中心にある古城公園も、伝統工芸や、国宝に指定されて る瑞龍寺も、利長ゆかりのも だ。
駅北側には、江戸時代の町割がのこる 「まちなか」 があ
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万葉ベビーカー行脚　―子育てからみたまち空間・高岡とその周辺―67




できない細い道を散歩していると 必ず「赤ちゃんかわいいね」と声をかけられた。 れ違う人は足を め、庭先で作業していたり玄関先で井戸端会議をしている人は「赤ちゃんみせて〜」 と通りまで出て来て、ベビーカーの中の娘をみて、 「かわい かわいい」と言った。何度 会う人もいれば、一度きりの人も た。ただどんなおばさ
ん、おばあさんも、ベビーカーに吸い寄せられてくるようだった。
万葉線では、運転手さんが私たちを優先席に案内して
くれ、降りる駅を気にかけて の乗り降りを手伝ってくれた。娘 一生懸命にあやしてくれる人もいた。駅北口の郵便局では、窓口の人が 「赤ちゃんみせて」とカウンターの中から出て来て、私 後ろに並んでいたお客さんと一緒に、娘のことを愛でてくれた。信号待ちをすれば、隣り合わせたおばさ が娘の笑顔をとても喜んでくれた。ベビーカ を畳むのを手伝ってくれたおばあさ は、何度も何度も、子どもは宝 から 宝だからと、可愛い子を拝ませてくれてありがとう、ありがとうと感謝してくれた。
娘をベビーカーに乗せて静かな高岡の街を歩く私は、







ないし、子どもを意識した公園もない。古城公園はとても立派なお堀に囲まれていて、落ちたら溺れると考えるのは心配しすぎとし も、入り口から公園内部までに距離があって、子どもが安心し 遊べるつくりに なっいない。園内の木々は立派だけ ど鬱蒼としていて、死角も多い。砂利道はベビーカーに不向きだ 一周ぐるりとまわろうとして 階段部分があっ 阻まれる。つまり乳幼児のための公園で ない。江戸時代の町割に子どもための公園はないのだ。古 建物をリノベーションしたカフェは気分転換には嬉しいけれ 、そこで過ごし いる人の多くは日常を離れた落ち着 た時間を
ごしたいと思っているわけで、もし子どもが泣いたらそのくつろぎを邪魔し しまうと思うと落ち着かない。歩道のない道も多く、あっても段差が急だったり、傾斜していてベビーカーを押すのに物凄く苦労させられたりする。
賑わっているのは、明らかに、ショッピングモールで
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を向けられたのは、 と人と 距離が近い、古い街だからこそだったと思う。道行く 挨拶をし合うのが基本であるような、人 人が繫がっていることが前提であるような場所。
今の日本は、子育てがとて 大変なものになってい




相手も嬉しいのがま 嬉しい、嬉しさが続いていく。子どもは宝で、子育ては尊い仕事なのだ 気づきは子どものための場所、同質性の高い集まりの中では、たぶん得られない埋もれ しまうも で、でも ても大事な、ほ とうのことだ。
写真6：お散歩中、近所のおばあさんの手を握らせて
もらう娘
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用意してくれたビニール袋いっぱいになっていた。私たちは突然の柿狩りの機会を喜んで との出会いを喜んで、また車に戻ろうとして歩き出し 。日 だいぶ落ち始めて 空の色はうす赤く染ま て、街灯の明かりが目につき始めていた。寒くなる前に戻ろう と足を早めたとき、見覚えのある人が自転車で通りかかて、私たちの前で停まった。さっき、記念撮影をし ときに話したおばあさんだった。「仏様にお供えするよ」自転車のカゴにまだ昼咲月見草をいれた まのおばあさんは、そのカゴから、赤 ゃんも食べら るおせんべいの袋を取り出して、友人の子どもにすっと渡した。お花の御礼にあげようと思って、私たちのこと 自転車で探していたらしい。柿狩りをさせてもらったこと 話すと、 「柿のある家は、キヨちゃんちかねえ」 、小さい子どもが仲の良い子のことを話すみたいに ほん う 屈
託のない笑顔で笑うのだった。
おばあさんと別れてから、どれくらいの時間が経って
いただろう。どれくらいの間探してくれていたんだろう。わざわざ家に帰って、自転車に乗ってきてくれた、探してくれたと思うと胸がいっぱいにな 昼咲月見草が、おばあさんを掻き立てたんだと思った。きれいなものをすっと差し出せる子どもの感性と、それをほんとうに嬉しく感じてくれるおばあさんの感性が響きあって、とてもとても美しいもの、きらきらと光るものが、その時のその場所に現われてい 。山間の集落と、私たちと、おばあさん、それぞれの世界が、 さりげない、でも子どもだからこそできる行為で ひ つに重なった。人と人が繫がるこ 、 れがこんなに心を揺さぶる んて知らなかった。子ども いる世界は んて豊かなんだろう。
この出来事のおかげで、この日みた景色の美しさも、




のは、目を凝らさないと気づかないほど小さな貝だった。雨晴の浜を構成しているのは、小指の爪よりも小さい貝だったのだ。富山湾の、日本 魚種の過半数が獲れると う海 豊かさに興奮して 私たちはしばし貝拾に没頭した。
昼食後も海辺観光を満喫した後で、今度は山に行こ
う、と高岡と氷見にまたがる山間沿 のカフェに行くことになった。カフェの窓からみえた家々がと もきれいだったから、私たちはそ 山に囲まれ 集落を散歩すことにし 。ずっと忘れな だろう、心が揺 ぶられる出来事があったのはそのときだった。
山からおりてきた夕方の空気は、とても良い匂いがし
た。どこかの家でおでんを煮ているような、美味しそうな出汁の匂いも漂ってい それから、 金木犀 庭先には柿の木 紫色の菊。里の秋を堪能しなが 歩くと、ちょうど背景に山並み 広がる開け 場所に出て、私たちはそこで記念撮影をする とにした。セルフタイマーを押
して、ポーズをとって、ぱちり。その後も映りを確認したり、道を調べたり、しばらくその場に留まっていると、「どこのうちの子？」と、小さなおばあさんに声をかけられた。観光地ではない集落を、こうして家族連れで歩いているのは珍 いのだろう。私が高岡に住んでいること、友人が地元から遊びにきたので近隣を観光していることなど伝えていると、友達の子どもが摘んで手に持っていた昼咲月見草を、ふっとそ おばあさんに差し出た。
おばあさんはとても喜んで、朝晩二回、仏様の祠に毎




広 道路まで出ると、今度は大きな柿の木 家 おばあさんに、 「どこの家に遊びにきたの？」と声をかけ
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しくつくられた場所と、海と、山があるところ。そこで人が暮らしているところ。この自然の地形のある土地だから越中国府がおかれ、前田利長も城を築いたに違いない。歴史の縦軸の奥ゆきと 自然環境 横軸 広がり、それが交わる場所。ここで子どもを育てていくことは、とても良いことなんじゃない 。■まだ見ぬ出会 、まだ見ぬ子育て
遠くに近くに聞こえてくる太鼓の音で目が覚めた。夢
の中でも鳴っていたお囃子の音。起き上 ると、やっぱり太鼓の音がしている。そう えば今日は吉久の秋祭りだった、とぼんやり考えていると ガラガラ玄関 開いて、法被を着た人が「もうすぐ獅子舞がきます」と言った。
慌てて着替えて、娘を抱いて表に出る。隣の家の玄関
の前で、お化粧をしてきれいな着物を着た子ども 、獅子舞 躍っ いる。白く縫った頬に赤 丸の 化粧。水色の鉢巻きに、ピンク 赤、紫、蛍光緑 花笠、派手な橙色の着物。小学生くらいだろうか、一生懸命跳ねている。私は獅子舞のことは全然目に入らず お囃子の
車や笛や太鼓の人だかりの向こうにいるその子ばかり見ていた。大切な役割を負わされているだろう子どもは、なんとも言えない空気をまとっていて、目が離せなかった。こちら側と向こう側を繋ぐのはやっぱり子どもなんだ、と思った。
これまで全く知らなかったけれど、富山は日本でも有
数の獅子舞行事がのこる、獅子舞県であるらしい。その日に出掛けた帰り道、いつ は人が住ん い か不安になるくらい静かな通りの家の窓が開け放たれて、大きな人だかりができているのに遭遇し これから獅子舞がきて家の中で舞うらし 、それを皆待っているのだという。
高い声がして見上げると、肩車された子どもだった。
隣にいる女の人は抱っこ紐で赤ちゃんを抱いて、さらに腰ほどの背丈の子どもと手を繋い いる。見回すと肩車された子 もは何人もい 、路地か 、家々から、手引かれたり連れ立ったり、子どもと、彼 の親 ろう若い男女が続々と出て来ていた。驚いた とに、人だ りは若者と子どもででき 、到着した獅子舞を囲むお囃子の人 ち、神輿をかつぐ人 ち また 若者と子ども達だった。
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理し、内観は通り土間を復元 、襖や障子を開け放つことで水平的な空間のつながり 有する 畳 真壁によるの和のインテリアとしている。
一方、新しい町屋は、敷地の高低差を利用して設けた半





鋳込み場を想起させる段状の構成とすることで、至 所に座って佇むことができる。新しい町屋は、歴史的な町屋では得られない空間体験を可能とすることで、 歴史的な町屋の空間特性を顕在化し、 双方の対照的な空間を中庭を介し
て行き来することで、より多様なシーンが生まれる。
また、古い
町屋を改修して快適に過ごすためには熱環境の改善は必須だが、既存の改修施設では利用者が断熱をどの程度施しているかを内外観から 把握することは難しい。そこで本 設 、エアコンは据え付けているがあえて断熱工事は行わず、 古き良き町屋をできるだけ建設当初に復元した部分
（母屋）
と、現代のライフスタイルに合わせた空間
構成と住性能を持たせた新築部 分棟配置して明確に区分することで、移住希望者が長期滞在を通し 、古い町屋と新しい町屋の各々の空間特性と熱環境 分かりやすく体験でき、 自分たちが れから改修す 町屋にど 程度手
写真12：新築棟2階　個室 写真11：新築棟中2階　踊り場
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し、江戸時代には砺波・射水地域 年貢米が小矢部川と庄川の水運と馬によって吉久に集 られ、伏木港から北前船で日本各地へ送られた。１６６５年 は加賀藩直営の御蔵が建てられ、米の集散地 し 発展した。明治以降も有力な米穀売買倉庫業が何社も展開され、米商の街として栄えた。
吉久の街を貫通する街道は、高岡から射水市の放生津
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つまが合わずに、何度も現場に戻って測り直した経験がある。建築デザインの勉強をし始めて数年ほどの経験しかない学生にとっては、正確に測って、わかりやすくメモを作成し、スケールをもって図面化することだけでもかなり苦戦してし う。しかし 学生にとって、図面や模型でアイデアを考えるだけでなく 実際の建物 触れな ら実測し、実物 目の当たりにする作業は実に新鮮で、特に小屋裏などでの実測は古い木構造を見て感動る学生も多く、実測作業を満喫 ていた。実測と図面化を通じ、単にそのテクニック 学ぶだけでなく、そ 作業を通じて 既存の建物の構造やディテールをしっかり
写真6：実測作業を終え一息つく学生たち
写真5：古い町家の実測作業（2018年5月）
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「建築再生」 の実測と設計の演習授業を３回ほど行い、その課題の成果はオープンキャンパスはじめ、機会あるごとに学内外で展示してきた。また、芸文 １学年１１０名ほど、１年生から４年生まで合わせても５００人以下という小規模なので、学年を超えた学生の交流が活発なためのせいか、昨年度や今年度この授業を履修した４年や３年生から、 「 数名が町家に住むことに関心
がある」という話を今年の夏休みのはじめに耳にした。
富山大学は今年度から教養教育
が一本化されたため、これまで芸文生は基 的に４年間、高岡キャンパスですべて 授業を履修していたが、２０１８年度からは、１年次のみ月曜から水曜までの３日間は富山市の五福キャンパス 一般教養を学び、木曜と金曜のみ高
岡キャンパスで芸術文化の基礎を学ぶこととなった。
そのため、これまでは学生たちは、高岡キャンパスに
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富山大学芸術文化学部准教授、建築家１９６４年東京生まれ。１９８７年東京大学卒。フルブライト奨学生として１９９４年ペンシルベニア大学 院修了。１９９７年東京大学にて工学博士。香山アトリエなどを経て１９９８年萩野 トリエ設立。東京、フィラデルフィアで、設計・教育活動後、２００４年能登に移住。住宅やオフィス・店舗の設計から土蔵や古民家の保存再生の設計やワークショップ、里山のくらしやライフスタイルの実践を試みている。金沢工業大学・金沢美術工芸 ・ナンシー建築大学などで非常勤講師を歴任。 はぎの
　
きいちろう
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